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は じめ に
本研 究 は、 日本の先史文化、社会 の発展過程 のなかで縄 文時代 か ら弥生 時代へ の変革期 を と
りあげ、 東北 日本 を中心 にその文化変化、社会変動 を考察 しようとす るものであ る。 日本列 島
の縄文 時代か ら弥生 時代 にか けての文化変化 と社会変動 は、極 めて複雑 に展 開す る。本研究 で
は、縄 文文化が最 も目覚 ま しい高揚 をみせた東北地方を研 究 フィール ドとして、縄文社会 とそ
の文 化が初期農耕社 会 と弥生文化 に大 き く変貌 を とげる過 程 とその変化 の機構 につ いて、土器
研究 を基 軸 とす る総 合的な追求 を こころみた。
解 明の基本的な立場 と して は、遺跡 における考古学的調 査 と研究 でえ られた資料 に もとつい
て仮説 を呈示 し、 その仮説 を繰 り返 し遺跡で検証す ることに よってよ り確度 の高 い仮説 を構築
す ることを こころが けた。 そのために、宮城県 田尻町中沢 目貝塚、河北 町皿貝貝塚、一迫 町山
王囲遺跡、岩手県玉 山村前 田遺跡、花泉町中神遺跡な ど、最適条件 の遺跡 を出来 る限 り数多 く
選定 して調査 と研究 を積 み重 ね、晩期縄文時代 と弥生 時代 の基礎資料 の分析を進めた。そ して、
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どの ように晩期縄文社 会が初 期稲作農耕社会 に変化 し、亀 ケ岡文化 が地域色豊:かな弥生文化 へ


















日本列島 における人類文化 の幕開 けは、 およそ50万 年前 に遡 る可能性 が指摘 されてい る。 こ
の前期 旧石器時代か ら縄文、弥生、古墳 時代、 そ して古代 にか けての変遷 において 日本列 島 に
生活 した人類 の文化、社 会 はい くっかの重要 な発展 の画期を もっ。第1の 画期 は3万 年 ほど前
の前期 旧石器文化か ら後 期旧石器文化へ の変化で ある。 この画期 は原人、 旧人 の段階か ら新人
の段 階への人類 の形質進化 に伴 う文化変化 と推定 され る。第2の 画期 は、お よそ1万3000年 前
か ら1万 年前 にか けての晩期 旧石器時代か ら縄文 時代 への文化変化、社会変動で ある。寒冷 な
氷河時代が終焉 を迎 え、気候 の温暖化が進み、 自然環境 は激変 す る。 この生活環境 の変 化 に応
じて文化変化、社会変動 が進 み、縄文文化が成立 す る。
第3の 変化 は縄文時代終末 か ら弥生時代 にかけての文化変化、社会変動 であ る。 この変革期
は稲作農耕社会、弥生文化が成立 し、 日本文化 の基盤 を形成す る重要 な画期 であ る。本研究 は
この第3の 画期 を取 り上 げ、文化、社会 の変化、発展 のプロセスと変動 の機構 を追求 す るもの
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であ る。
縄文時代 には早 くか ら定住性 の極 めて強 い大小 の集 落が多数発達す る。 そ して狩猟、採集活
動が生業活動 の重要 な基軸 である と考え られ る。 しか し、近年多 くの新 しい事実が明 らか にさ
れ、植物資源利用形態 の見直 しが進んで いる。西 日本 で は、縄文時代早、前期 の遺跡か らヒョ
ウ タンや リョク トウが検出 され、 さ らに後期中葉 の岡山県南溝手、岡大津島遺跡、福 田貝塚 な
どで籾痕土器 や稲 のプ ラン トオパ ールが確認 され、縄文時代 の食用植物栽培の可能性、瀬戸 内
で は後期 に稲作が始 ま って いた可能 性が指摘 されてい る。 また、九州で は黒川式期 の籾圧痕土
器や稲 のプ ラン トオパ ールが確認 され、晩期前半 に稲作 が始 ま っていた可能性が高ま っている。
他方、縄文文化 の興隆 をみ た東北 日本で は、 晩期終末 まで狩猟、採集活動 が その基盤 とな っ
て いたと考え られ る。縄文時代前期 にウル シの利用 が認 め られ、 その管理的な利用が著 しく進
んで いた可能性が強 いが、食用植物 の栽培 は明 らかでない。東北地方の縄文社 会 は、 晩期 終末
には じめて稲を受容 し、 その栽培 を開始 した と推定 され る。
亀 ケ岡文 化 は、亀 ケ岡式土器 に代表 され るよ うに、斉一性 と微妙 な地域 的変異 をかかえ、広
い文化領域 を形成 す る。 この斉一性 と地域 的変異 は、土偶 など他の物 質文化 に も認 め られ、 そ
れを生 みだ した縄文社会 の複雑 な集 団関係 を示唆 している。
そ して、遠 賀川系土器 の分布 にみ られ るよ うに、東北地方 で は津軽、八戸地方 まで広 く、深
く西 日本 の前期弥生文化 が短期 間の うちに受容 されて いる。 この地方 の先史社会 は、稲作農耕
や遠賀川系土器 な ど新 たな文化要素 を積極的 に導 入す る一方 で、土偶 など伝統的要素 を豊富 に
かかえ、地域色豊 かな弥生文化 を展開 した ことが指摘 され る。
第4節 で は、 日本考古学 におけ る文化変化、社会変動 の研究 を取 り上 げ、小林行雄 の弥生土
器 の様式研究、 山内清男 の縄文土器研究 の時代を先取 り した視座 を確認 した。
第1部 縄文時代 の研究
第1章 東北地方 における晩期縄文土器の成立過 程
縄文時代 か ら弥生時代 にか けての社会変動、文化変化 を究明す るため に、第1部 で は、晩期
1期 か ら6期 の縄文社会、亀 ケ岡文化の構造 とその成立 と展開過程を様々な視点か ら検討 した。
第1章 で は、晩期1期 の亀 ケ岡文化、社会の形成過程 を追求 した。後期末か ら晩期1期 古段階
の亀 ケ岡式土器 の器種構成、形態、 装飾な ど土器型式 における変化 と変異 とともに、他 の物質
文化、技術 のあ り方 を検討 し、 さ らにこの文化 を支 えた生業活動の内容、 その活動領域 と型式
の広が りとの関係 などを論 じた。
北上 川流域、仙台湾、三陸海岸地方 な ど東北地方中部 には、晩期 の貝塚 と集落遺跡が多数分
布す る。 この地域で最:適条件の集落遺跡 と貝塚 を選定 し、継続 的な研究 を進 めた。 ことに中沢
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目貝塚 で は300枚 を超す保存 良好 な貝層 か ら、晩期初頭か ら前半 の層位 的資 料 が豊富 にえ られ
た。 その一括 資料 の分 析で、後期末 か ら晩期前葉 にか けての土器、骨 角器、石器 な どの器種構
成、装飾、製作技術 の変化 と地域 的変異 を追求 した。土器研 究で は、 中沢 目貝塚 の晩期1a期
のIV群 、1b期 の皿群、2期 の 豆群土器 の器種構成、装飾、製作技術 な ど型 式構造 の変 遷を明
らかに した。 また、北上川下流域、仙台湾、三陸海岸 などの資料 と比較 し、晩期1a期 の地域
圏 のひとっ を解 明 した。
さ らに、北上川 を約150km遡 った上流域 の岩手県前 田遺跡 を調査 し、1号 竪 穴住 居跡 にお い
て後期終末 か ら晩期前半 の層位 的一括資料 を分析 した。 その結果、両地域の亀 ケ岡式土器 の共
通点 と微妙 な地域色 が明 らか にな った。 この研究 によ って従来曖昧であ った後期末か ら晩期前
半 の土器型式 のあ り方 が明確 にされた。
特 に晩期初頭の中沢 目IV群 土器、前 田遺跡1号 竪穴住居跡3c層 出土土器群 などの土器群 を
検討 す ると、 この時期 に後期縄文土器 の器種構成、入組(帯 状)文 を基調 とす る装飾体系が崩
壊 し、 晩期の基本 的器 種構成、装飾体系 が成立す る ことが明 らか になった。 この時期 は後期 か
ら晩期への過渡 的様相 が強 く、 これ らの土器群 には後期的要素が の こる。 しか し粗製深鉢 が高
い頻度 を しめ、注 口土器、鉢、皿、高杯、壺 などの多様 な装飾土器が出現 し、 その機能分化 が
著 しく進 む。装飾 で は、 晩期 の入組三叉文へ発展す る渦巻文(「 複雑 な入組三叉文」)な どが盛
行す る。 この ような構 成の土器型式 を形成期 の亀 ケ岡式土器 と理解 した。
この土 器型式 は斉一性 が極 めて強 く、東関東の那珂川流域か ら仙 台湾、馬淵川上流域 まで広
い範囲で共通 した型式構造 を示 す。 この著 しく斉一的 な晩期1a期 土器型式 は、関東地方 に分
布す る安 行3a式 土器 に共伴 し、亀 ケ岡文化か らの強 い文化的 な影響が認 め られ る。 さ らに、
この時期 の亀 ケ岡式土 器 は近畿地方 まで波及 し、遠隔地 との問 に盛ん な交流 が うかが え る。
第2章 北上川流域 にお ける晩期前葉 の縄文土器
第2章 で は、晩期2期 の中沢 目貝塚H群 土器 を取 り上 げ、 その型式構造、分布 と地域 的変異
を詳細 に分析 し、解 明 した。 また、晩期1期 新段階 か ら2期 の型式変遷を検討 し、その継続性、
漸 進性を明 らか に した。 この漸進 的な型式変遷 は、芹沢長介氏 の呈示 した 「雨 滝式 」(古 、 新
段階)の 考え方を裏 づ けるもの といえ る。H群 土器 は極 めて定型的 な土器型式 で、 その分 布圏
は北上川下流 の湖沼域 を中心 と して径60km程 の範囲 に分布す る。 さ らに比較 のために北上 川上
流 域の岩 手県前 田、高梨、豊 岡遺跡 な どの調査資料 を取 り上 げ、型式 内容 を検討 した。晩期2
期 の土器型式 はこれ らの地域 で基本 的に共通 した器種構成 を確立 してい る。そ して、羊歯状文、
入組三叉文 といった複雑華麗 な意 匠が発達 し、地域 を越 えて共通 した体系が展開す る。一方 で、
これ らの器形、装飾 の細部 には多様 な変異 がみ られ、微妙 な地域色 が成立 す る。
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両地 域の資料 を比較、検討 した ところ、 これ らの土器型式のひろが りに、水系、湖沼、丘陵
とい った地理的条 件 との強い相 関が認 め られた。土器 をふ くあ、物質文化 の地域性 は、 それぞ
れの地域 の資源のあ り方、 そ こでの生業活動 の内容、集団相互 の関係 と深 い関 わ りを もつ こと
が指摘 で きる。
東北地方 の晩期縄文土器 は、 強い斉一性 と微妙 な変異が複雑 に交差 して展開す る。 この亀 ケ
岡式土 器 は、晩期を通 じて一貫 して関東地方東部 の鬼怒川、那珂川流域、北 陸地方北部 の阿賀
野川、 信濃川下流 域 まで主体 的に分布 す る。 さ らに、津軽海峡を越 え、 石狩 低地帯 にお よ び、
その土器 型式 に強い影響 をおよぼ している。 そ して土器 とと もに土偶、根 挟 み、 ピッチ な ど、
様 々な物質文化が東北地方 か ら搬出 されてお り、 この地方 の晩期集団 が遠 隔地 の集団 との間 に
緊密 な交 流関係を確立 していた ことが うかが える。 この ように晩期前葉 に亀 ケ岡文化 の 目覚 ま
しい高揚 が指摘 され る。
第3章 東 北地方 にお ける縄文 時代貝塚 の研究
第3章 で は、 晩期縄文社会、文化 の成立基盤 を追求 した。特 に生業活動 の特色 を解 明す るた
めに貝塚研 究を取 り上げた。 日本考古学 において、貝塚 研究 はモース以来 の長 い研究 の歴史 を
有 し、重 要な研究 分野のひ とっであ る。本章 では、東北地方、 ことに北上川下流湖沼域 と仙 台
湾、三 陸海岸 に分 布す る縄文貝塚 を対象 として研究 を進め た。 また、貝塚 の調査、研究方法 そ
の もの にっ いて も徹底 した検証 を加 えた。
湖 沼域 で は中沢 目貝塚 と海 岸部 で は皿貝貝塚、 田柄貝塚、沼津 貝塚 、里浜貝塚 な どを研究対
象 と した。中沢 目貝塚 と皿 貝貝塚で は包含層全 ての土壌 を1mmか ら5mmの 水洗節 にか けて微細
遺物 を抽出 し、分 析す る悉皆調 査を行 った。 中沢 目貝塚で は、 ヌマガイを材料 とす る装飾 品な
どの脆弱遺 物、 剥片、微細 なチ ップ、種子、魚骨、陸産貝類 などの微細遺物が豊富 に出土 した。
そ して出土動 物遺存体、植物遺存体の定量的分析 によ って、狩猟、漁携、採集活動 の内容、生
業活 動の季節性、そ の変動 、狩猟、漁携具 など との関係、 さ らに古環境 について も具体 的な姿
を捉 え ることがで きた。
この貝塚 における動物遺存体 の分析 で は、後期末 か ら晩期前半 にかけて狩猟、漁携活動 に重
大な変化 は認 あ られず、 む しろ漸移的な変動 に とどまる ことが明 らか にされた。北上川下流 湖
沼域で は、 フナ、 ギバ チ、 ウナギ、 ドジ ョウ科、 サケ科 とい った魚類 、ヌマガイ、オオタニ シ、
イシガイなどの淡水産貝類、湖沼 に飛来 す るガ ンカモ科 などの鳥類、 後背丘 陵地 に棲息 す るニ
ホ ンジカ、 イノシシ、 ノウサ ギ、 タヌキ、テ ン、 イタチ、 ムササ ビな どの多種多様 な哺乳類 と
キジ科 などの鳥類 とい った野生動物、 ク リ、 クル ミ、 トチ、 ドング リな どの野生植 物が主要 な
食料資源 として捕獲、採取 されて いる。 この内陸湖沼域 に生活す る晩期縄文集 団 は、 その 自然
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環 境で動 物、植物資源 を極 あて有効 に利 用 し、豊 かな狩猟、採集文化 を築 いて いる。
また、 アサ リの貝殻成長線 による季節推定 では、湖沼域 の晩期縄文集団が営ん だ生業活動 の
季節 的変 動が明 らか にされ た。 ことにサ ケ科魚類 の椎骨破片が大半 の層か ら出土 してお り、秋
に多量 に捕獲 されたサケが保存食料 と して処理 され、一年 を通 じて食料 に供 され た ことが判 明
した。東 北地方 の晩期縄文集団 にとってサケは極 めて重要 な食料資源で あった ことが あ らため
て確認 され た。
また、 当時の推 定海岸線か ら10km程 内陸に位置す る中沢 目貝塚 にお いて マイワシや アサ リな
どの海産 魚貝類が比較的高 い頻 度で出土 してお り、 この内陸湖沼域 の縄文集団が海岸部集団 と
の密接 な関係の もとに漁携 活動 を営 んでいた ことが指摘 され る。
一方、 皿貝貝塚 は晩期3期 の小規模集落 の一部 であ り、その内湾奥部での狩猟、漁携活動 が
明 らかに され た。 この貝塚 で もサケ科魚類 の椎骨破片 と遊離 歯が出土 して いる。 内湾での漁掛
活動 であ った ことが明 らかに された。
これ らの地域で は、 後期末 か ら晩期 中葉 にか けて地域色の強 い狩猟、漁携活動が営 まれ てい
る。骨鍛、根挟 み、多様 な骨角製刺突具、複雑な構造の離頭鈷 な ど様 々な狩猟、漁掛具が発達
し、 それぞれの地域 の環境 に応 じた生業活動 のシステムが確立 し、穏やかな発展 をとげたと考
え られ る。 ことに、北上川下流湖沼域で は、 ヌマ ガイ製装身 具の発達 にみ られ るよ うに、縄文
集 団が地域 資源を極 めて有効 に活用 し、地域色豊かな晩期縄 文文化を築 きあげた ことが指摘で
きる。
第4章 亀 ケ岡文化 の発展 と地域性
第4章 では、最 も安定 した様相のみ られ る晩期 中葉3期 の亀 ケ岡文 化を取 り上 げ、亀 ケ岡式
土器、漆器、藍胎漆器、土製仮面 な ど物質文化 の種類 によ って多様 な地域 圏が形成 されて いる
ことを論 じた。 ことに藍胎漆器 には、優 れた技術 がみ られ、亀 ケ岡、是川、 山王囲遺跡 な どか
ら出土 した資料で は形態、装飾 に著 しい定型化 がみ られ る。藍胎漆器 に は広い地域 で共通 した
製作技術が確立 して いたと考え られ る。
中沢 目貝塚の晩期2期 堆積層 か ら、 日本 で最 も装飾的 な土製仮面 が出土 して いる。 時期の確
認で きる資料 を収集 し、土製 仮面 の変遷 と地域的変異 を検討 した。土製仮面 は西 日本 に より古
い型式 がみ られ、後期後半か ら晩期 に東 日本で盛行 し、 東北地方 では晩期3期 に最:も多様 な土
製仮面 が発達す る。 その分布 圏 と地域色 は土器型式 の変異、地域性 と異 な った様相 をみせ、 晩
期 の集団関係 を知 る重要 な手掛 か りとな る。
また、離頭鈷 や固定鈷、 ヤ スのよ うな骨角製狩猟、漁携 具 を検討 す ると、 田柄 貝塚 や里 浜、
沼津貝塚 など海岸部 の骨 角製漁携、狩猟具 と中沢 目貝塚、 中神、 山王 囲遺 跡な ど内陸湖 沼域 の
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骨角製漁携、狩猟具 との間 には捕獲対 象物の違 い、 資源のあ り方 の違 いによって鮮明な地域 差
が生 じて いる。
また、晩期3期 の土器型式 を検討 す ると、 沼津貝塚 出土高杯の よ うに、浮 彫的雲形文 で飾 ら
れ た装飾土器 が発達 し、著 しい定型化 をみせ る。3期 土器型式の器種構成、意 匠体系 は、基 本
的 に2期 か らの強 い系統性 を示 してい る。 そ して、 その器種 と装飾 は東北地方全域 で強 い斉一
性を確立 す る。一方で、 深鉢や壼 な ど器種類型 によ って形、装飾 に微妙 な地 域差 が み られ る。
装飾で は羊歯状文が平行 線化 し、漸移 的な変化 をみせ る。雲形 文な どの意 匠構成 の基本 に入組
三叉文 が根強 く受 け継 がれてお り、晩期前葉か らの強 い伝統 が認め られ る。 鉢、 浅 鉢、 高 杯、
注 口土器 といった装飾土器 は一層機能分化 を とげ、多様な類型 を生 みだす。装飾 も複雑 な構成
の雲形文、大腿骨文、羊歯状文 などの変異 に富んだ意匠が発達 す る。 そ して、 この3期 に成立
した器種 と意 匠体系 は、 晩期4期 に受 け継がれ る。 この ような一貫 した流れ は晩期前葉1期 新
段 階か ら中葉4期 にかけての型式変遷 の特色 といえ る。 この強 い系統性か ら東北地方の晩期縄
文土器 を 「亀 ケ岡式土器」 と総称す ることが可能 であ る。
このよ うに、晩期 中葉3期 の物質文化 は極めて多様 な変異 をかかえ、亀 ケ岡文化発展 の頂点
を示 している。 そ して、晩期4期 の集落遺跡 は極 めて高 い分布密度 を示 し、 この時期 に東北地
方 の縄文社会 が目覚 ま しい発展 をとげたことが知 られ る。
第 ■部 弥生時代 の研究
第5章 東 日本 における弥生文化 の受容
第 ∬部 で は、弥生文化 の成立 と展 開の プロセスにっ いて論 ず る。東北地方 では、晩期後半 の
5期 か ら終末の6期 にか けて、土器 や骨 角器、木製品 など物 質文化 の器種構成、意 匠体系、技
術 に大 きな変化が生 じ、縄文文化 の終焉 をむかえ る。 そ して6期 か ら弥生時代1期 にか けて新
たな文化変 化が展 開す る。
第5章 で は、縄文 時代の晩期後半 か ら弥生時代前期 にか けての土器型式 の変化、文化変化 を
論 じた。4期 か ら5期 にか けて、亀 ケ岡式土器の器種構成、器形 は、漸移 的 な変化 を とげ る。
一方
、装 飾体系で は 「雲形文」 を基調 とす る4期 の意匠体系 や装飾、施文手法が崩壊 し、工字
文 を基本 意匠 とす る5期 の装飾体系 が新 たに確立す る。 その激 しい変化 は、山王囲遺跡W、VI、
V層 出土 の層 位的資料 にみ られ るよ うに、東北地方 において主体的 に展開 した土 器作 りの シス
テムの変 化であ り、系統 的な変化 である。5期 の なかで古段 階か ら中、新段階へ と工字 文 は漸
進的に変 化 し、新 たな構成 の装飾 が成立す る。そ して この意 匠体系 の漸進的変 化 は、 東北地方
南部、 関東、北 陸地方、 そ して中部、東海地方 に発達 する浮線文土器群の装飾体 系 にお ける変
化 と緊密 に連動 してお り、亀 ケ岡文化 をになった晩期縄文集団が これ らの地方 に強 い影響 を与
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えた と考 え られる。
晩期終末 の6期 になる と、晩期5期 に発達 した工字文 の装飾体系 はさ らに変化 し、斉一的意
匠構成の変形工字文(P、A1型)を 生 みだす。他方、器種構成 には顕著 な変 化 がみ られ る。
粗製深鉢 はそれ ぞれ の地域の伝統 的器形 を受 け継 ぐものの、装飾土器で は新 たな器形が成立す
る。 注 口土器が姿を消 し、装飾 高杯 が発達す る。その結果、器種構成、装飾 ともに晩期5期 と
は著 しく異 なった土器型式が成立 す る。
亀 ケ岡、風張1遺 跡で出土 した籾 は、 この晩期終末 に稲作農耕 と弥生文化 の受容 が開始 され
て いた可能性を示唆 して いる。
弥生 時代1期 の砂沢式期 になると、西 日本 の前期弥生土器であ る遠 賀川系土器 が東北地方各
地 に盛 ん に搬入 され る。前期弥生文化の受容 は、 晩期終末か ら弥生 時代1期 にかけて激 しいテ
ンポで進行す る。 そ して砂沢遺跡 では砂沢式期 の水 田跡が発 見 され、東北地方北部 において も
前期 に稲作農耕社会 が成立 した ことが裏 づ けられている。
東北地方 に広 く分 布す る遠賀川系土器 にはい くっかの類型がみ られ る。 北九 州、 中国地方 、
近畿地方、 あ るいは北 陸地方西部か ら搬入 された可能性の強い西 日本 の前期弥生土器 が認 あ ら
れ る。 この搬入型遠賀川系土器 とと もに、西 日本 の土器作 りの技術 で作 られた技術導入型遠賀
川系土器、在地 の技術 と西 日本の技術 とが融合 した折衷型遠賀川系土器 が確認 され る。
砂沢、生石2、 是川 中居遺跡な どで出土 した搬入型、 技術導入型 の遠賀川系土器 には甕、壷、
蓋が セ ッ トで み られ、西 日本の弥生農耕社会 の生活様式 が稲作技術、多様 な物質 文化、農耕 習
俗 などと ともに、東北北部 まで広 く受容 された ことが うかがえる。
第6章 山王 皿層 式土器の研究
東北地方 の晩期縄文文化終末 か ら弥生文化への展開 につ いて は、 さらに第6章 と7章 で詳細
に論 ず る。先史土器、古代 の土器 は、 その製作 ・使用集団の技術体 系、生活様式、 さらに集団
関係 を追求 す るうえで極 めて重要 な手掛 か りであ る。 これ らの章 では、具体的 な土器型式 の内
容 とその変遷 にっ いて検討 を こころみた。第6章 では山王囲遺跡 か ら出土 した2期 弥生土器で
ある 「山王 皿層式土器」 を取 り上 げ、 その型式構造、分布を明 らかに した。 この土器型式 は北
上川下流域 の弥生時代1期 の山王IV上 層式土器 を踏 まえて成立 し、新 たな器形、器種構成、意
匠体系、装飾、施文手法、製作技術を確立 した。2期 には、甕、壺、蓋、鉢や高杯 とい った東
北地方弥生土器 の基本的 な器種構成 が定着す る。煮沸形態 の甕 と蓋 のセ ッ トは畿内第1様 式の
甕や蓋 と共通性が著 しく、西 日本の前期弥生土器の強い影響 を受 けて出現 した もので ある。 一
方 、農耕社会の重要 な器種であ る貯蔵形態 の壺 は、組成率 が比較的低 く、亀 ケ岡文化 の伝統 が
強 い高杯や鉢 といった精製土器 が発達 し、地域色豊 かな弥生土器が成立す る。
一192一
山王 皿層式 は、北上川下流域 の山王囲、大泉、 中神、谷起 島、上流域 の湯舟沢、北上L1」系 の
馬場野II遺 跡、三 陸海岸 の上村貝塚 など、仙台湾地方 か ら北上川流域、北上 山系、三陸海岸 に
かけて多数 の遺跡 か ら出土 す る。 その分布圏 は東 西お よそ60km、 南 北160kmに お よび、 東 日本
の前、中期弥生土器 では他 に例 のないひろが りをみせ る。
この山王 皿層式土器 を出土す る遺跡で は現在 の ところ水 田跡 は確認 されて いないが、山王囲
遺跡で は この時期 の石庖丁が 出土 してお り、その立地条件 か ら沖積地 における稲作農耕、山間
部で の畑作、伝統的 な狩猟、漁携、採集活動 な ど多様 な生業活動が繰 りひろげ られて いた と推
定 され る。
また、 この山王 皿層式土器 は、 奥羽脊稜 山脈 を越 えて湯 ノ沢F、 横 長根A、 地 蔵田B、 志 藤
沢遺跡な ど日本海沿岸の遺跡か ら出土 してい る。 その分布か らこの時期 に奥羽山脈 を挟 み東 西
の地域で緊密 な交流関係が確立 していた ことが うかがえる。
第7章 東北地方 にお ける弥生文化
第7章 で は東北地方 における弥生文化 の成立、発展過程 を明 らか にす るたあ、土器型式 の検
討 とともに、石器な どの物質文化、集落、墓制、水 田のあ り方 にっいて、様 々な角度 か ら総 合
的な検討 を加 えた。
東北地 方の弥生 文化 の実態、 その変遷 を捉 えるため、土器型式の地域的変異を検討 し、北部、
中部、南 部 に大 き く地域区分 し、 さらに地形、水系 などを考慮 し、10地 域 に細分 した。 また、
時期区分 につ いて は、弥生時代前期、 中期、後期 とい う従来の時期区分 に もとついて大 きくそ
の変遷 を捉えた。 さ らに、前期 に は1、2期 、中期 に3、4、5期 、後期 には6期 土器型式 を
設定 した。 本章 で は、 この土器型式 の変遷 と変異 を基軸 とす る時期 区分、地域 区分 に もとつ い
て、前期 か ら中期、後 期 にか け、ての物質文化 の推移、集落構 造、墓制 の変遷、 さ らに集団間 の
交流 を明 らか に した。
弥生 時代前期初め に東北地方北部 か ら最上川流域や阿武隅川下流域 にか けて、砂沢式、生石
2式 、 山王IV上 層式 とい った共通性 と微妙 な地域差 とをかかえた土器型式 が発達す る。 そ して
次 の前期 後半 か ら中期前半 にか けて、東北地方 の弥生土器 の地域性 は著 しく多様化 し、次第 に
鮮明 にな る。 その土 器型式の分布 は、①東北地方南部か ら中部の奥羽脊稜 山脈 の東側、② 日本
海側 か ら北部 にか けての地域 とい った、大 きく2っ の地域 圏に区分 される。 このよ うな分布圏
は、 石庖 丁 など他の物質文化 について も共通す る。前者の地 域圏 は主 に関東、東海、中部地方
との関わ りが深 く、後者 は北陸地方、 あ るいは西 日本 の日本 海側 と密接 に結 びっ き、地域色豊
かな弥生 土器、 弥生文 化が展 開す る。
この ように、東北地方で は高度 に発達 した狩猟、漁携、採集活動 を基盤 とす る晩期縄文社会
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が積極的 に西 日本 の前期弥生文化 と農耕技術 を受容 し、稲作農耕社会へ と変貌 し・亀 ケ岡文化
を変容 して地域色豊 かな弥生文化 を展開す る。 その文化変化、社会変動 は、土器型式 の推移 に
鮮明 に表 れてお り、 その示唆す るところは極 めて重要 である。
近年、晩期縄文社会 が農耕社会へ変化す る過程 を解 明す る手掛 か りは、各地 の集落遺跡 の大
規模調査 によって著 しく増大 して いる。7章 では前期 か ら中期 にか けて の集落構造 と水 田造営
の変遷 にふれ た。風張1、 地蔵田B、 湯舟沢、諏訪台C、 山王囲遺跡 など、晩期末か ら前期弥
生時代 の集落遺跡 につ いてその構造、規模、墓域 との関係 が検討 され、晩期縄文集落か ら弥生
集落へ の漸移的な変化 の実態が明 らかに された。
晩期終末か ら弥生 時代1、2期 の秋 田市地蔵 田B遺 跡で は、3、4棟 の大型竪 穴住居が柵列
に囲 まれ、その東 外側 には多数 の土墳墓群 と土器棺墓群が営 まれ る。 住居 は同一場 所で繰 り返
し改修 され、集落規模 が拡大 する。 この集落規模の拡大 とと もに、土 墳墓、土器棺墓 の数が増
加 し、墓域 も発展 を とげ る。 この集落 は前期か ら中期 にか けて順調 な発展を とげた ことが指摘
され る。 また、湯舟 沢、風張1、 馬場野 ∬遺跡 など山王 皿層 式期の前期弥生 集落遺 跡 には竪 穴
住居跡や包含層 が検 出 されているが、 その構成住居数 はほぼ共通 し、 晩期集落 と大 差のな い規
模であ る。 しか し、墓域 は集落 と隔絶 し、その内部、周 辺 に墓域を もた ない集落が一般的 にな
る。 弥生 時代墓制 の地域性 と変遷 を検討 した。 ことに福 島県根古屋遺 跡 の再 葬墓 を取 り上 げ、
その構造 と展開 のプ ロセスを明 らか に した。
弥生 時代 の生業活動 につ いて は、籾、籾痕土器 な どの稲作 関連資料 、水 田跡 の調 査、 石庖丁
や木製農耕具 の研究 によ って、稲作の受容 と発展 の過程 が明 らかに されている。伝統的な狩猟、
漁携、採集活動 と稲作 を基軸 とす る農耕 との関係 はなお未解決 な課題 であ る。 稲 作農 耕 で は、
仙台平野 において中期前葉の弥生 時代3期 に灌概水路 と水 田が確実 に営 まれ、 中期 中頃 にな る
と極 めて企画的な水 田や水路 が大規模 に営 まれるようになる。 この時期 に木製農具 が盛 んに製
作 され、地域色の強 い製 品が発達 す る。石庖丁 などの大 陸系磨製石器 も、 阿武隅 山系 の原石産
出地 を中心 に生 産、供給 され る。特 に名取市原遺跡や仙台市 中在家南、南小泉遺跡 な ど仙 台平
野 において石庖丁、 蛤刃石斧、扁平片刃石斧、挟入片刃石斧 な ど大 陸系磨製石器が多数 出土 し、
中期前葉か ら中頃 にか けて安定 した農耕社会が展開す る。
また、津軽地 方の垂柳遺跡 において、 中期前葉か ら中 頃にか けて東 西1km南 北800mに お よ
ぶ広 い範囲で水 田が営 まれた ことが明 らか にされて いる。 わずか ではあ るが木製農具 も確認 さ
れてお り、弥生 時代 中期 に岩木川流域で稲作農耕が定 着 し、農耕社会 の発展 が うかがえ る。 こ
のよ うに東北地方各地 で中期前葉 には灌概水路 と水 田が大規模 に造営 され るよ うにな り、 中期
中頃には弥生農耕集落 が順調 に発達す ることとな る。
そ して、弥生 時代後期 の6期 には、天王山式土器 とそ の類似土器 が広 く東北地方全域 に分布
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し、 強 い斉一性 と微妙 な地域色を確立 す る。 この時期 の遺跡 は、沖積地 での発展 と山間部、丘
陵地で も高 い分布密度 を示 し、 その生活領域 を拡大 した ことが うかがえ る。
第8章 東 日本 にお ける弥生 時代初頭 の墓制 につ いて
弥生 時代の墓制の うち、再葬墓 にっいて第8章 で取 り上 げた。 阿武 隅川、阿賀野川流域など、
東北地方 南部 で は晩期後半 か ら弥生時代 中期前葉 にか けて再葬墓 が確立 し、集落 か ら隔絶 した
墓域 が各 地で発達 す る。 この再葬墓 は、主 として高 さ30～50cmの 比較 的大型 の壺 を納骨 土器 と
して用 い、土墳 に埋納 す る二重葬制 である。一括埋納土器 は、単独 の ものか ら15個体 におよぶ。
平均 で4個 体 であ る。 その葬制 は複雑 な内容を もっ。
この墓制 は、東北地方南部 における亀 ヶ岡式土器分布 圏 と浮線文土器分 布 圏 の境 界領 域 で、
晩期5期 新段階 に出現 す る。 そ して弥生時代前期か ら中期前半 にかけて関東 地方 や 中部 高地 、
東海地方東部、北陸地方東部 など東 日本の中部で広 く発達 し、極 めて地域性 の強 い墓制 を確立
す る。 その分布 の北 限は 日本海側で は最上川上流域 の生石2遺 跡、太平洋側で は白石川 の青木
遺跡で あ る。雄物川流域や仙台平野以北で は再葬墓 はみ られず、小児用の合わせ 口土器棺 な ど
単独 の土器棺墓、土墳墓が発達 し、東北地方 南部 とは異 な った地域性を示 して いる。
第9章 東北地方 における弥生 時代農耕社会 の成立 と展開
第9章 では、東北地方 にお いて弥生文化 が最 も順調 に発達 した地域 の ひとつであ る仙 台平 野
を取 り上 げ、 その弥生文化が成立、定着 す る過程 を阿武隅川流域、北上川流域 のあ り方 と比較、
検 討 した。 これ らの地域圏の推 移 は複雑 である。特 に、石庖丁な ど弥生石器 の分布 は、 阿武 隅
山系の原石産出地な どを中心 に緊密 な地域 間の関係 を示す。
阿武 隅川下流域 で は、纏 沼遺跡 な ど、晩期終末か ら弥生時代前 期 にかけての集落遺跡 が数多 く
知 られそ いる。籾痕 土器、炭化米、石庖丁 などの出土資料か ら、 この地域 では前期2期 か ら3
期 にか けて稲作が発達 し、 中期 に は狭 隆な沖積地 に高 い密度で農耕集落:が出現 した と推定 され
る。
仙台平野で は、 広 々と した 自然堤 防に前期 か ら中期前半 にか けて農耕集落が 出現 し、大規模
な水路 と水 田が造営 され、 中期 中頃には東北地方で最 も順調な発展 を とげ る地域 とな る。 さら
に後期 に もこの地 域で は沖積地 に水 田 と農耕集落が継続 して発達す る。
一方、北上川下 流域で は晩期 の基幹集落が弥生前期 にその まま継続 して発展す る遺跡が 目に
つ く。 しか し、、この集落 は中期 にな ると衰退す る・そ して後期 にな って・ふ たたび丘陵上 に小
規模で はあるが、 多数の農耕集 落が出現 し、遺跡密度 の高 まりをみせ る。
これ らの地域の弥生集落 はそれぞれ地域的 ま とま りを もつが、地域 を越 えて相互 によ く連動
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して発展す る。特 に阿武隅川水系 の弥生集団 は、 仙台平野の弥 生文化 の変遷 と強 い関わ りを も
っ。 そ して、北上川水系 の弥生文化 は、やや大 きな地 域差をかかえて いる。
弥生時代 の後期 になる と、 これ らの地域 は、 強い斉一性を確立す る。 この時期 の遺跡 は・ 山
間部、丘陵地 で高 い分布密度 を示 し、仙台平野で は沖積地 において も発展 し、 その生活領域 を
拡大す る。鉄製品 の使用 によ って、丘陵地の乾燥 土壌 などにお ける開墾 と耕作 が可能 とな った
ことが その基盤 にあ ると考 え られる。弥生社会が耕作可能 な領域 をひろげ、様 々な環境 に進 出
し、生産力 を一段 と高 めた と推定 される。
このよ うな弥生 時代後期 の文化動 向、農耕技術 の発達、農耕社会 の確立 を前 提 と して、新 た
に東北地方 の前期古墳文化、社会 が展開す る ことになる。
第10章 土 器組成論
第10章 で は、 本研 究の基本的な視点 のひ とつで あ る 「土器組成」 につ いて、 その考 え方、 方
法を論 じた。 そ して、 土器組成の分析 資料 よ って、 晩期 か ら弥生 時代 にかけての土器型式 の変
遷 と地域性 を検討 した。
土器 の器 種構成 とその出現頻 度 は、先史社会 の生活様式 とその変化 を知 るうえで極 めて重要
な手掛 か りで ある。中沢 目貝塚、前 田遺跡、皿貝貝塚、摺萩遺 跡、 山王 囲遺跡、 中神遺跡 など
晩期縄文 時代 の分析資料、 そ して、櫨 沼遺跡、生石2遺 跡、青 木畑遺跡 な ど弥生時代 の多 くの
遺跡 か ら出土 した資料 にっ いて土器組成 を検討 し、 晩期縄文社 会か ら弥生農 耕社 会へ の生活様
式の推 移 とそ の画期 を明 らか に した。 また、 中部 と北部 での土器型式変 遷 の地域差 を明確 に し
た。
東北地 方で は晩期か ら弥生時代 にかけて土器組成 の変遷 に い くっ かの大 きな画期がみ られ る。
後期末か ら晩期初頭 にか けて の変化、 晩期後葉5期 か ら終末6期 にか けて の変化、 晩期6期 か
ら弥生時代1期 にかけて の変化が主要 な画期であ る。 そ して、弥生 時代前期後半 にな る と2期
の山王 皿層式 か ら4期 の桝形囲式 などが分布す る南半 部 と2期 の二 枚橋式 か ら4期 の田舎館式
の分布す る北部 の土器組成 の地域差が鮮明 にな る。後者 の変化 は激 しく、前者 の変化 は漸進 的
である。
東北地方 の弥生土器 と、近畿地方、伊勢湾地方以西 の西 日本弥生 土器 の土器組成 とを比較す
ると、煮沸形態 の組成率 は比較的近似 した様相を示すが、壺 や高杯 、鉢 な どの貯蔵形 態 と供献
土器 な どが しめ る比率 は、大 きな差異 を示 して いる。土器 の器種 構成 とその組成 に弥 生文化 の
地域性 がよ く表れてい る。
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第11章 弥生 文化の伝播 と恵 山文化 の成立
第11章 で は、東北 地方北部 におけ る弥生文化 の成立過程 とその地域性 を明 らかに し、 さ らに
北海道南部 の続縄文文化、特 に恵 山式文化 との関 わ りを論 じた。
岩木 山麓 の砂 沢遺跡 で は、籾圧痕 が搬入型遠賀川系土器 と折衷型遠賀川系土器 にみ られ、水
田跡 が確認 されて いる。津軽平野 の垂柳遺跡 では3、4期 の籾痕土器、水 田跡、炭化米が検 出
されてい る。津軽半 島の宇鉄H遺 跡 では3期 の太頸壺 に、瀬野遺跡 で は田舎館式期 の土器 に籾
圧痕 がみ られ る。 この ような資料 か ら、東北地方北部で は前 期か ら中期前半 に各地 で稲作 の可
能性 が指摘 され る。 この地方 に稲作農耕文化が どのように展 開 したかを究 明す る ことが本章 の
課題 であ る。
砂沢遺跡 の土器 の器種構成、遠賀川系土器の共伴 関係な どか ら、砂沢式期が弥生前期 に属す
ることをあ らためて確認 した。 さらに この地方の弥生 時代 の土器型式変遷 を詳細 に検討 し、主
として津軽平野 に展 開す るA系 統 と、下 北半島を中心 に成立 し展開す るB系 統 の存在 を明 らか
に した。弥生時代前期 の砂沢式土器 を基盤 と して、2期 に二枚橋式 と五所式土器 とい った地域
差 を もっ2っ の土器型式 が成立 し、以後、津軽地方 と下北 ・八戸地方 にそれぞれA、B2つ の
系譜 の土器型式 が展開す る。 そ して、垂 柳遺跡 で は中期 中頃の4期 に田舎館式2、3群 土器 と
した2っ の系譜 の土器群 が共伴す る。 さ らに、5期 には両系譜が統合 され、共 通 した土器型 式
が成立す る。
また、A系 統 の二枚橋式土器 と石器 は、北海道渡 島半 島に分布す る恵山式土器、 石器 と強 い
共通性 を示 し、A系 譜が、続縄文文化の重要 な成立基盤 であ ったと推 定 され る。地方、津軽 平
野で は整然 とした企画性 を もっ大規模水 田が営 まれ、稲作農耕社 会が 目覚 ま しい発達を とげ る。
このA、B両 系譜の土器をかかえ た弥生農耕社会 の発達 と連動 して北 海道 の続縄文社会 もその
文化的高揚をみせ る。両地域 は、津軽海 峡を挟んで緊密 な交流 関係を もっていた ことが明 らか
になった。
終 章
本章 で は晩期縄文時代か ら弥生 時代 の文化、社会の あ り方 とその変化 につ いて これまで の考
察 をまとめた。東北地方の晩期縄文文化 の変遷 に関 しては、物質文化 の斉一性 と多様性、 その
変遷 の一貫 性、系統性か ら、亀 ケ岡文化 の漸進的高揚が指摘 された。 また、晩期縄文社会 の構
造 と成立 基盤 にっ いて は、 多数の集落 の規模、構造、変遷 か ら、 その社会が複雑 な部族社会 を
確立 した ことを指摘 した。 集落の変遷 をた どる と、後期中頃には墓域 を住居域がかか える環状
の集 落構造 が崩壊 しは じめ、墓域 と居住域 が並列 し、晩期 には次第 に隔絶する傾向が進展す る。
さ らに弥生 時代前期 にな ると、両者 は明確 に分離 して しまう。縄文時代 の集落構造か ら弥生農
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耕集落 の構造 への このよ うな変化 は、す でに後期後半 には じま り、晩期 に徐 々に進展 していた
ことが明 らか にな った。
弥生前期 にな ると、 西 日本 の遠賀川系土器が広 く東北地方 の ほぼ全域 に導入 される。西 日本
の前期弥生文化、稲作技術 の受容 は極 めて激 しいテ ンポで進 んだ。東北地方への遠賀川系土器、
農耕文化 の受容 のルー トは、 その分布か ら日本海側 と太平洋側 の2つ のル ー トが推 定 され る。
日本海沿岸 と東北北部 で は、生石2、 地蔵 田B、 砂沢遺跡 など、海岸部 に主 要遺 跡 が分布 し、
日本海 か らのアプ ローチが指摘 され る。 他方、第2の ルー トは、近畿地方か ら東海、中部高地、
関東地 方 をへて東北地方 の南、中部太平洋側 に結 びつ く。海洋 ルー トと内陸 のルー トが考 え ら
れ る。 後者 の複雑 な交流 ルー トで石庖丁な どの弥生石器、木製農具、鉄製品、 ガ ラス、 管玉 、
紡錘車 な ど様 々な物質文化が東北地方 に搬入 され ることになる。 また、 このルー トは、東北地
方 で生 産 され た物質文化、生活資材が逆 に関東、北 陸地方 に搬 出され るルー トで もある。
東北 地方の弥生 時代 の物質文化 と技術 には、①新 たに受容 された文化要素 と技術、②在地 の
伝統 的文 化要素 が大 きな変 容を とげた文化要素 とその技術、③亀 ケ岡文 化 の伝統が根強 く受 け
継が れた伝統 的文化要素、技術 がみ られ、縄文文化か ら複雑な文化変化 を とげた ことが指摘 さ
れる。
この文化変化 は、最近 の山王囲遺跡 の調査 によ って、晩期5期 新段 階に、西 日本の農耕文化、
社会 の影響 を うけ、 開始 した可能性 が指摘 され る。6期 の土器型式 にみ られ る新 た な様 相 は、
弥生文化確立前 の過渡 的段 階を示 している可能性が強 い。 山王囲遺跡 の低 湿地 包含 層 か らは、
晩期5期 新段 階の土器 とともに小型 の竪杵が出土 してお り、西 日本 か らの農耕文化 の受容が晩
期終 末 にすで に始 ま っていた可能性が うかがえ る。 さらに、晩期6期 の堆 積層 か らは ヒエとア
サの種子が発見 され てお り、 この時期 に西 日本の農耕文化 の影響 によ って植物の利 用形態が大
き く変化 した と推定 される。
本 研究で は、様 々な視点で、東北 日本の晩期縄文 時代 か ら弥生時代 にか けての文化変化 と社
会変 動 のプ ロセス とそのメカニズムの解明 に努めた。今後、晩期 の植物 資源の利用形 態、栽培
種 の内容、 その栽培方法、稲作開始 の時期な どを明 らかにす る努力 が必要 で ある。 また、弥生
時代 に関 して は、前期 の農耕のあ り方、 中期 の農耕集落 の構造、後期 の弥生文 化 、 農耕 集落 、
墓制 のあ り方を よ り深 く究明 しな ければな らない と考 えている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 東北 日本 の晩期縄 文時代の発達 した狩猟採集社会 が、 どの よ うな過程 を経 て、弥
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生時代 の安定 した稲作農耕社会 へ変貌 を遂 げて いったのか にっいて、考古学的方法 によ って実
証的 な解 明を行 った ものである。遺跡 の発掘調査を組織 的かっ継続的 に実施 し、高度 な調査技
術 を駆使 した入念 な調査 を積 み重 ね、精緻 な分析を可能 にす る第一級 の資料 を確保 し、土器研
究 を基軸 とす る総合 的な追究 を進 めた。序章、第1部 「晩期縄文時代 の研究」 と して第1章 か
ら第4章 、第H部 「弥生時代 の研究」 と して第5章 か ら第11章 、 そ して終章か ら構成 され て い
る。
序章 において、弥生文化の成立 を、後 期旧石器、縄文文化 の開始 と並ぶ重要 な画期 と位置付
けて、亀 ケ岡文化 の基盤、農 耕文化受容 の過程 にっ いて、集落遺跡、水田跡、土 偶等の新 資料
によ り研究 の現段階 を見直す。
第1章 「東北地方 にお ける晩期縄文土器 の成立過程」、第2章 「北上 川 流域 にお ける晩期 前
葉 の縄文土器」 で は、宮城県 田尻 町中沢 目貝塚、 および岩手県玉 山村前 田遺跡 の竪 穴住居跡 の
層 位的発掘 によ り得 られ た一 括資料 の分析、岩手県高梨、豊岡遺跡な ど北上川上 流域の資料 か
ら、 晩期前半 の土器型 式の様 相を明確 に し、強 い斉一性 と微妙な地 域色の関わ りを捉 えた。縄
文後期 か ら晩期土器 が漸進 的に型式変遷 を経 て確立す る状況を捉 え、 芹沢長介 の呈示 した 「雨
滝式」 の考え方 を裏 付 けた。
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第3章 「東北 地方 にお ける縄文 時代貝塚 の研究」で は、中沢 目貝塚 の300枚 以 上 の層 の悉皆
調査 によ る定量 的分析 の成果 に基づ き、土器型式の推 移、仙北湖沼地域 の生業活動 とその季節
性 の特色 を、宮城県河北 町皿 貝貝塚 と比較 し、晩期縄 文人の巧 みな環境適応を浮 き彫 りに した。
第4章 「亀 ケ岡文化 の発展 と地域性」 は、晩期中葉の文化 の高揚 を取 り上 げ、亀 ケ岡式土器 の
各器種、漆器、藍胎漆器、土製仮面 など、物質文化 の種類 によ って、広 が りに相違 のある多様
な地域圏が、重層的 に形成 されていることを明 らかにす る。「複雑 な構 造 の部族 社会 」 の発 達
を推定 したが、具体 的な社会組織 の解明 は、今後 に残 された課題で あろ う。
第5章 「東 日本 における弥生文化の受容」 は、 晩期後半 か ら弥生時代前期 にか けての土器型
式 の変化 および文化変化 を論 じる。亀 ケ岡式土器 の装飾体系が、系統的 に変化 し、意匠体 系の
漸進的変化 は関東地方 などの浮線文土器群 に影響 を与 えてい る。東北北部 の弥生初頭 の砂沢式
期 に、西 日本 の弥生前期 の土器で ある遠賀川系土器 が搬入 され、 また技術導入型、折衷型 の遠
賀川系土器が確認 される。甕、壺、蓋のセ ッ トと同時 に、 また水 田農耕社会の生 活様式 が、 多
様 な物質文化 を伴 って東北北部 まで広 く受容 された状況 を論 じる。
第6章 「山王1皿層式土器 の研究」、第7章 「東北地方 にお ける弥生文化」 の両章 においては、
東北地方 の土器 の変遷 につ いて詳細 かっ広域 的に検討 を行 って いる。 弥生 時代2期 の山王 皿層
式 は、南北160kmに 広が る分布域 を有 し、甕、壺、蓋、鉢、高杯 とい う東 北地方 弥生 土器 の構
成が定着す る。亀 ケ岡文化の伝統が強い高杯や鉢 の精製土器が盛 行す る地域色 の豊 かな弥生 土
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器で あ り、その型式内容 を、標識資料 の山王囲遺跡 を中心 に詳細 に提示す る。 また、 東北地 方
を北 ・中 ・南部、 および水系で10地 域 に分 け、畿 内の弥生土器様式編年 と対 応す る6時 期 の区
分 を設定 し、土器 の型式変化 と地域的変異 を軸 として、物質文化、集落構造、 墓制、集団間 の
交流の各側面の文化変化 につ いて、秋 田県地蔵 田B遺 跡 の集落、青森県垂柳遺跡 の水 田跡 ほか
の豊富な事例を紹介 しつつ、総合的 に考 察を加 え る。
第8章 「東 日本 における弥生時代初頭の墓制」 では、壺 を納骨土器 とす る特殊 な墓制で ある
「再葬墓」 につ いて分析 を加 え る。再葬墓 は晩期後半 に亀 ケ岡文化南部 の周辺地域 か ら展 開 し、
弥生 中期 にか けて広が り、 集落か ら隔絶 した墓域 を形成す る。 会津若松市墓料 遺跡 の発掘調査
資料、 ほか福島県根古屋遺 跡 など多数 の再葬墓遺跡 を集成 し、一 括埋葬土 器群 の内容 と構 成、
製作技 法の検討 を行 い、二 次葬 にあ らわれ る社会的過程 を考察す る。第9章 「東北地方 におけ
る弥生時代農耕社会 の成立 と展開」 は、仙 台平野 の様相 を取 り上 げる。南小泉遺跡などの集落、
富沢遺跡の水田跡、木製品、石庖丁 ・石斧 な どの磨製石器 ほか、中期 中葉 には東北 で もっとも
順 調 な農耕社 会展 開 を遂 げた地域 の状況 を考察 し、阿武隈川 流域 、北上川流域 との比較 を行 う。
第10章 「土器組成論」 で は、土器 の器種構成 と出現頻度 は、 生活様式 を鋭敏 に反映す るとの
視点か ら、土 器の組成分析 の方法論 的な検討 を行 い、青森県二枚 橋、瀬野、岩手県 中神、宮城
県中沢 目、 山王囲、纏 沼、 ほか東北各地 の遺跡 を検討 し、晩期 か ら弥生 へ の推 移 を解 明 した。
第11章 「弥 生文化 の波及 と恵 山文化 の成立」で は、東北北部 の青森県砂沢、 田舎館遺跡 な どの
資料で、土器型 式の系統 を論 じ、津軽平野 と下北半島 を中心 に二 系統が認 あ られ る点、 また北
海道南部 に栄 えた狩猟採集 の続縄文文化 である恵山文化 との強 い関連 を指摘 した。 そ して終章
において、全体 の まとめを行 い結論 としている。
各章 の論述 の基盤 であ る資料提示 は、精確無比 な実測図の提示 、詳細 な遺跡 ・遺 物 の記 載、
器形 ・紋様 ・製作技 法な ど土器型式 の諸構成要素 の記述、土器 の組成 および属性 の定量 的把握
等、 きわめて高 い実証性 を有 し、各章 の客観的な説 得力を保 障 して いる。付表1か ら5に お い
て、東北地方 にお ける縄文 時代後期後葉 ・晩期の主 要遺跡、遠賀 川系土器 出土遺跡地 名表、 山
王II工層式土器 出土遺跡地名表、再葬墓遺跡 の地名表、東北北部 の弥生時代遺跡 と渡 島半 島の恵
山文化期 の遺跡 のそれぞれが、徹底的 に集成 されてい る。最近 まで の各 自治体 ・埋蔵文化財調
査機 関の発掘調査報告書 が丹念 に集成 され、現在得 られ る資料体 の全容把 握 が な され て いる。
土器の分析 を中軸 に研究 が進 め られて いるが、今 後の型式学 的研究の水準 を示す ものであり、
また土器か ら文化 ・社会全体 の実相 に迫 るための具 体的な手順 と指針 を示す もの と言え る。東
北 日本弥生社会 の物質文化 に は、新 たに受容 された文化要素 と技 術、在地 の伝統 的文化要素が
大 きな変容を遂 げた もの とその技術、亀 ケ岡文化 の伝統 が根強 く受 け継 がれた文 化要素 と技術
が認 め られ、文化変化 は きわめて複雑 な様相 を呈 して進行 した。 各地域 において蓄積 され た資
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料 を総合 的 に考察 し、 また山王 囲遺跡 な どで新 たに確保 された資料 を もとに、縄文晩期後葉 の
第5期 に、 既に文化変化 の開始 が認識 され ることを指摘 す る。亀 ケ岡文 化 の中心地 域 で あ り、
縄文文化 の強固な伝統 を保持 していた東北 日本 にお いて、在地 の縄文社会 がどのよ うに稲作農
耕技術 を中核 とす る文化 を受容 してい ったか にっ いて、東北北部 と北上川流域、仙台平野以南
との共通性 と相違点 を整理 し、文化変化 の在 り方の地域 性を解 明 した。東北北部 は日本海沿岸
との結 びつ きが強 く、弥生文化 の急激 な波及 を受 けたのに比較 して、太平洋側 は在地 の社会 に
よる新 たな文化要素 の主体的かっ速 やか な受容が進み、 弥生 中期 に至 って平野部 の農耕集落 は
順調 な発展 を見せ る。
考究 された論点 は、詳細かっ多岐 に及ぶ。晩期縄文文化 の成立過程 と後期か らの画期の認識、
生業活動 の内容、東 日本 に広範 な広 ま りをみせ る亀 ケ岡文化 の構造 と、社会組織 の複雑 な内部
的重層性、西 日本 の遠賀川系土器 の導入 と東北全域への広が り、再葬墓の内容 と構成、石庖丁 ・
石斧 など弥生石器 の生産 と流通、弥生農耕村落の展 開 と発達、遺跡立地 の継続性、居住域 と墓
域が分離す る集落構造 の変化 とその地域性な ど、文化 の各側面 にわたる非常 に総合的 な視野 に
立 脚 した実証的 な考究 をすす めた。故伊東信雄博士 が追究 された諸課題 を継承発展 させ、文化
変 化 ・社会変動 の体系的 な理解 にまで高めた もの と言 える。本論文で解明 され た東北 日本 の弥
生 文化成立過程 の実態 は、今後 の研究の基 準を構成 す るものであ り、 日本考古学研究 の進展 に
寄 与す る ところ極 めて大な るものがあ る。
よって、本論 文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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